
（様式第４号） 塩田地域協議会 会議概要

１ 審議会名 第５回 塩田地域協議会

２ 日 時 平成２４年 ９月 ２７日(木) 午後1時 30分から午後3時 30 分まで

３ 会 場 上田市塩田公民館大ホール

４ 出 席 者 南雲委員、若林委員、西澤委員、片桐委員、工藤委員、窪田富委員、

窪田八委員、黒澤委員、神津委員、小松委員、塩沢委員、関田委員、

西川委員、山極委員、山寺委員、吉田委員 合計16名

５ 市側出席者 海瀬 塩田地域自治センター長、志摩 センター長補佐

６ 公開・非公開等の別 公開

７ 傍聴者 １人 記者 ０人

８ 会議概要作成年月日 平成２４年 ９月２８日

協 議 事 項 等

・開会 あいさつ （若林副会長）

・協議事項

（１）各専門委員会（部会）での調査・研究事項について

（２）塩田地域協議会だよりの仕様等について

【主な協議の内容】

（山寺委員）地域交通委員会では、市地域交通政策課から資料提供を受け、市内路線バス等の

利用状況、豊殿バスの運営状況等を研究した。困りごとアンケートとの関連も深いので、地

域福祉委員会との連携を図りたい。

（吉田委員）地域福祉委員会では、困りごとアンケートの集計作業を行った。「安心カード」

についての他市の状況について情報交換した。

（片桐委員）地域振興委員会では、ため池活用に向け、現地踏査を行った（9 箇所）。駐車場

やアクセス道など、施設によって差があることがわかった。情報発信の方法としてウォーキ

ングマップやイベントなどについて研究していきたい。

【主な協議の内容】

（事務局）他地域の協議会だよりについて資料により説明。

昨日行われた広報担当者会議の主な内容を報告。

（山極委員）第４期になって初のたよりになるので、委員の紹介と地域協議会の役割について

改めて情報発信する内容としたらどうか。

（委員）丸子、真田、武石の「自治センターだより」のように、地域情報の発信はなるべく纏

めた方が見てもらえるのではないか。将来的には塩田地域の情報発信も同じようにしたらど

うか。

以下のとおり決定。
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（３）わが街魅力アップ応援事業アンケート結果について

（４）その他

・その他

地域情報

次回開催 平成２４年１０月２５日(木)午後１時 30 分～

以上確認の上 15 時 30 分 閉会した。

＊ 会議概要は原則として公開します。会議終了後、 １週間以内に行政改革推進室へ提出してください。

＊ 非公開及び一部非公開としたものについては、その理由を記載してください。

【主な協議の内容】

（事務局）事業実施者に対して行ったアンケートを市民参加・協働推進課がまとめたもの。

それぞれ持ち帰ってお読みいただき、意見があったら事務局までお出し願いたい。

（委員）補助金が切れると事業も終わってしまうような感じがしている。事業の継続性を考え

ると、補助期間を延長するか、再申請を可能としてもらいたい。

（委員）継続が問題になっているとしたら、補助金をもらわないのに継続して行っているとこ

ろもある。補助金ありきではじめた事業なら、最初から継続性はないのではないか。また、

いくら延長しても限がないとおもう。

（委員）再申請を不可としているのは、もっと多くの団体に、この補助金を使ってもらいたい

ということだとおもうので、必要なルールではないか。

（委員）そもそも、補助金は事業開始の後押しをするのだから、軌道に乗るまでの設備や道具

等の準備関係に補助金を充てていくなど、受け手の考え方の問題だ。

（委員）補助枠として自治会枠とその他に分類しているが、継続性を重視するならイベント系

とその他に分けるなど違う枠組みが必要ではないか。

○協議会の運営方法について

【主な協議の内容】

（事務局）他の地区の協議会の運営状況を見ると、専門部会の会議を全体会議の中に組み込ん

でいる。現地踏査や作業的な活動はともかく、可能ならば同様のやり方を取り入れたいと考

えているがどうか。

（委員）賛成だ。別々に開催すると、時間が経ってしまい。充分な議論ができない場合もある。

（会長）会議内容は、正副会長と事務局で決めることになっている。意義なければ、事務局の

提案どおり、次回以降で調整したい。

○「安心カード」について

【主な協議の内容】

（山寺委員）（自治連の会長として）おかげさまで順調に進捗している。もう暫くで各家庭に

配布できるとおもう。プライバシー配慮と見つけやすさの観点から、マグネットシートの採

用、冷蔵庫へ貼付という方法を選択した。負担も生じるが塩田地域の全自治会が取り組んで

くれた。改めて感謝申し上げる。以降の事業管理は、上田市社会福祉協議会塩田支会へ委ね

ることが適当と考えている。


